
 

 

 

 

 

 

 

 

１．赤村の概要 

田川郡赤村は福岡県の筑豊地域の東部に位置し、霊峰英彦山から扇状に走った山麓に囲

まれた山村です。 

人口３，４１０人（平成２４年１２月３１日現在）。赤村は村内７区に分かれており、各

区にそれぞれ公民館長がいます。人口の多い区で約１，０００人、少ない区では約１３０

人とばらつきはありますが、各公民館長からなる地区公民館連絡協議会を中心に、いろい

ろな取り組みを行っています。 

２．事業の内容 

平成２４年度年間計画 

月 日 行事名等 

地区公民館事業 

①H24.6/3 歩け歩け大会 

②H24.6/10～H24.7/1 ニュースポーツレクレーション 

③H24.8/26・3/24 クリーンアップキャンペーン 

④H24.9/23 赤村体育大会 

中央公民館事業 

⑤H24.4/5～H25.3/21 書道教室 

⑥H24.5/7～H25.3/25 英会話教室 

⑦H24.9/4～H25.3/22 韓国語講座 

⑧H24.10/６～H24.12/22 シェイプ・アップ教室 

⑨H24.10/24 ボトルフラワー教室 

⑩H24.12/10～H25.3/25 手作り小物教室 

①歩け歩け大会 

赤村役場から源じいの森までの３．５㎞   

を歩きます。毎年約100人が参加し、自分 

のペースに合わせて歩き、日頃ゆっくりと 

見ることのない赤村の景色を楽しみながら、 

さわやかな汗を流します 

②ニュースポーツレクレーション 

６月１０日から７月１日の毎週日曜日計 

４回赤中学校の体育館を借りてニュースポ 

ーツのカローリングと囲碁ボールを行いま 

した。 

Ⅷ 特色ある公民館活動① 

「Ｌｉｔｔｌｅ ｂｙ Ｌｉｔｔｌｅ」 

～住民のための公民館～ 

赤村 赤村中央公民館 館長 谷延ひろみ 

 



 

 

③クリーンアップキャンペーン 

村内７行政区ごとに地域コミュニティの 

清掃活動を、８月２６日（日）の早朝より 

実施いたしました。地区公民館連絡協議会 

が主体となり、子ども会や体育協会、区長 

会、老人会の共催で実施されております。 

主に空き缶拾いやごみ拾いが中心です。 

 

④赤村体育大会 

毎年９月に開催される恒例行事で、各区 

や職場団体を中心に競技がおこなわれます。 

特に仮装競技では、各区の地区公民館長さ 

んがモデルとなり大いに場を沸かせます。 

村民どうしがスポーツを通して健康増進の 

促進をはかり、かつ普段はなかなか交流す 

ることができない人たちとの親睦を深める 

ものとして、人々に親しまれています。 

 

⑤書道教室 

赤中学校の多目的教室を借りて毎月第 

１・３週の木曜日に午前と午後に分けて行 

っています。生徒は現在２０名程度で作品 

は赤村の文化祭に展示して、訪れた方々に 

お披露目しています。 

 

⑥英会話教室 

現在２年目の事業で赤小中学校のＡＬＴ 

講師の先生に依頼し毎週月曜日の午後７時 

から行っています。生徒は現在１３名で英 

語に親しめるよう色々なゲームや歌などを 

取り入れながら授業を行っています。 

 

⑦韓国語講座 

９月からはじめた講座で、講師に韓国の 

出身で赤村に住んで４０年以上になる方を 

お招きして実施しています。参加者は村内 

在住の方で、中には韓国に行かれた経験が 

ある方や韓流ドラマが大好きという方もい 

ます。先生の昔話などにふれながらいろい 

 

 

 

 

 



 

 

ろなことを学んでいます。 

⑧シェイプアップ教室 

１０月から３ヶ月間、計１０回の予定で 

はじめたものです。ポップな音楽に合わせ 

たエアロビクス・ボクササイズ・フィット 

ネスラテンダンスを取り入れた約１時間の 

教室です。 

 

⑨ボトルフラワー教室 

同じく１０月に開催した教室で、ガラス 

の器やカップにドライフラワーを飾り密閉 

したオブジェを作るものです。講師の先生 

が昨年度赤村文化祭に展示してところ、に 

わかに反響を呼んだので１度だけ教室を開 

くこととなりました。世界にひとつしかな 

い作品を仕上げた参加者からは、かなり高 

い評価を頂きました。 

 

⑩手作り小物教室 

１２月から実施している教室で、約２０ 

名の方々が参加してくださっております。 

月ごとに作品を仕上げ、１２月には鏡餅、 

１月には今年の干支へびの置物を作ってい 

ます。 

  

３．事業の成果 

（１）教室を開催するにあたり、毎回多数の応募があった。 

（２）住民は、集う場所を求めており、教室に参加することで、お互いが親しくなり、親

睦が図れている。 

（３）他地域の方たちとの交流が深まった。 

 

４．今後の課題 

（１）各教室の終了時にアンケートを実施して、今後の参考にする。 

（２）村民のニーズに合わせ、幅広い世代の方たちに参加していただける教室の実施。 

（３）興味のある方は教室を掛け持ちで参加しているのに対し、教室を開いていることす

ら知らないといった状況もあることを把握し、多くの方に興味を持ってもらうため

に広報のあり方や、公民館活動を広くアピールすること。 

 

 

 

 

 


